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記者説明会（６月 30 日 10 時・霞キャンパス）のご案内 
 

てんかんの手術支援ロボット 

広島大学病院が西日本で初めて導入 
患者さんの負担を大幅軽減 感性科学にも応用 

 

 

情報提供  

 広島大学病院は、難治性てんかんの診断・外科治療における新しい手法：定位的深

部脳波検査(SEEG)を素早く正確に行える「てんかん手術支援ロボット」を導入しま

した。国内のてんかん外科では、全身麻酔下で開頭して頭蓋内に電極を留置していた

従来法に SEEG 方式が加わりました。SEEG は、頭皮上から頭蓋骨に小さい穴を開

けるだけで脳深部へ電極を挿入する方法です。このため患者さんへの負担が大幅に軽

減できます。 

また、脳科学分野での脳機能の解明やこころ・感性に関する研究にも応用が期待さ

れています。説明後はロボットの実物をデモ公開いたします。導入は西日本初（全国

3 例目）です。ぜひご参加ください。 

 

記 

 

日 時：６月３０日（木）10：00～11：30 

場 所：広島大学病院臨床管理棟２F1 会議室（広島市南区霞１-２-３） 

出席者：広島大学病院てんかんセンター  飯田 幸治 センター長 

                    香川 幸太 診療講師 

    広島大学脳・こころ・感性科学研究センター 

                    山脇 成人 特任教授 

 

てんかんは、120 人に一人の割合で発症する大脳の慢性疾患です。適切な治療を

受ければ７、8 割は薬剤で発作をコントロールできます。しかし 2、3 割は薬剤の効

かない難治性で、外科的療法が検討されます。 

検査は、まず非侵襲的な脳波や MRI、PET などで実施。それでも診断が難しい場

合は頭蓋骨を開頭して電極留置を行っていましたが、感染のリスクがあり、Ԁ



（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学 広報室 行 

 

 

記者説明会（6 月 30 日（木）10 時・霞キャンパス）のご案内 

 

てんかんの手術支援ロボット 

広島大学病院が西日本で初めて導入 
患者さんの負担を大幅軽減 感性科学にも応用 

 

 

日 時：令和４年 6 月 30 日（木）10 時〜11 時 30 分 

場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟２F1 会議室 

□ ご出席     □ ご欠席 

 

 

  出席者： 広島大学病院てんかんセンター  飯田 幸治 センター長 

                       香川 幸太 診療講師 

       広島大学脳・こころ・感性科学研究センター 

                       山脇 成人 特任教授 

 

 

  貴 社 名                       

部 署 名                       

  ご 芳 名                （計  名） 

電 話 番 号                        

  

 誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、6 月 29 日（水）15 時 

までにご連絡願います。 

 


